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読者の先生方，酷暑が続きますが，いかがお過ごし
でしょうか。
今回，「超高齢社会の白内障手術」の特集を読み返
し，改めて白内障手術がもたらす恩恵の大きさを私た
ち，手術をする眼科医，外科医に投げかけ思索に耽っ
てみました。
とかく，私たち眼科医，広く外科医がメスを置く時
期を決断することは，人生の中でも最も難しい選択の
ひとつではないでしょうか。患者さんを救うことを使
命としてきた外科医にとって，その決断には誇りや責
任感に加え，ある種のジレンマも伴うと思います。
その理由は，思うように手先が動かなくなったと
か，術後合併症が増えた，あるいは一定の年齢をひと
つの区切りと考えるときなど，さまざまなものがある
と思います。でも，私は外科医としての能力を考える
うえで，手術を継続するか否かの最も大切な判断材料
は，「目」であると思っています。
何故かというと，これまで，「手はまだ動く。しか

し，以前ほどよく見えなくなった」とか，「無影灯をど

れほど明るくしても，細かな部分が見えない」と不安
を語る外科医の先生方に，何人も出会ってきました。
また，そのような状況から白内障手術を受けて，視
力を取り戻し，さらに手術がパワーアップして，その
後も手術を続けている外科医，もちろん眼科医も含
め，そのような先生方との出会いも多く経験してきま
した。これは，他の職業でもいえることだと思いま
す。
もちろん，現役の外科医や眼科医は，超高齢者では
ありませんが，高齢の眼科手術医が増えていることも
事実です。本特集の原稿を読みながら，私自身も，い
つか白内障手術を受ける日が来るのだろうかと思いま
した（えっ，誰に？）。そして，その後も手術を続ける
のか，あるいはどこかで立ち止まるのか。外科医とし
ての自分の将来に，ふと思いを巡らせました。
繰り返し，厳しい猛暑が続いております。どうぞご
自愛のうえ，良い夏をお過ごしください。
� （門之園一明・記）
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